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平成２７年度 事 業 報 告 

 

 

社会・経済情勢の変化等の中において、生活困窮者自立支援法をはじめ、今年度に新た

に施行される社会福祉制度並びに今後の見直しが予定されている法制度について、円滑な

制度運用と効果的な実践になるような対応が求められています。そこで欠かすことのでき

ないのが地域住民の互助・共助の基盤づくりであり重要な鍵と言われています。 

また、住み慣れた高浜でいつまでも安心して暮らし続けられるように、民生児童委員を

はじめ町内会やまちづくり協議会などと協力しながら、地域での福祉課題、生活課題を発

見し解決していくことのできる地域住民の互助・共助の基盤づくりをすすめていくことが

本会の重要な役割であると考えています。 

こうした状況の中、本会の使命である『かけがえのない一人ひとりを大切にし、助けあ

い、支えあいの心を地域に広げます。そして、だれもが幸せで笑顔あふれるまち「たかは

ま」を目指します。』を果たすため、以下の事業に取り組んでまいりました。 

 

１ 高浜版地域包括ケアのさらなる推進 

「いきいき広場」に寄せられる相談内容も重層化・複雑化した相談が寄せられるよ

うになったことから、いきいき広場に「権利擁護支援センター」が高浜市によって設

置され、本会が運営を担うこととなりました。 

相談窓口やケース検討会議等において、その人が地域で安心して暮らしていけるよ

うな適切な支援計画を作成・実施できるよう権利擁護の幅広い視点を持ってスーパー

バイズを行える体制の充実に努めました。 

 

２ 「安心生活応援プラン事業」の基盤を活かした、地域福祉の推進 

  悲惨な孤立死、虐待などを発生させない地域づくりを進めるための「安心生活応援

プラン事業」では、地域から寄せられた悩みごとについて、民生児童委員、地域の皆さ

んととともに検討し、課題解決に取り組んでまいりました。 

   また、平成２７年度から生活困窮者自立支援法が施行されたことから「生活困窮者

自立相談支援事業」を本会が受託をし、権利擁護支援センター事業との連携を十分に

図りながら、複合的な課題を抱える生活困窮者が住み慣れた高浜で安心して暮らして

いけるまちづくりに取り組んでまいりました。 

 

 

 

 

 



３ ボランティア活動の推進 

高浜市から受託する元気な高齢者を応援する「いきいき健康マイレージ事業」では、

ボランティア活動を通した生きがいや健康づくりを支援してまいりました。 

さらに、ボランティア活動を通じて地域住民同士の助け合い、支えあい活動が展開

されていくように、ボランティア養成・研修において、日常の暮らしに役立ち、地域

の見守り支えあいに結びつく内容を企画しました。 

  

４ 子育て支援事業の推進 

本会では高浜南部保育園、中央保育園、中央児童センター、中央児童クラブ、家庭

的保育所、託児所及び心身障害児福祉施設みどり学園と幅広い子育て支援事業を行っ

ています。 

子育て支援の理念として、子どもの最善の利益を考慮し、その増進を図りました。

そして、豊かな人間性を持った子どもを育成していくとともに、子どもの保護者、  

地域の子育て家庭への支援を行いました。また、子育て支援センター、こども発達  

センター等関係機関との連携を図り、安心して子育てができる環境整備に努めました。 

 

５ 障害者の地域生活支援づくり 

平成２５年度に高浜市から障害者相談支援事業を全面的に受託したことにともない、

障害者地域自立支援協議会の「障害福祉サービス部会」で「移動支援のガイドライン」

の作成に関わったり「運営会議」で地域課題を抽出したりするなど、障がいのある人

の生活を支援するためのしくみや形を整備することに努めました。 

また、新たに企業や商工会、ハローワーク、障害者就業・生活支援センター、病院

などを新たにメンバーに加えて、高浜市障害者就労支援会議を開催し、市の就労支援

についての課題を共有し、具体的な対策について話し合いました。 

 

６ 高齢者への在宅福祉サービスの充実 

  介護保険制度による在宅福祉サービスを安心して利用していただけるよう、確実に

サービスを提供していける体制づくりや、住民互助による在宅福祉サービスの充実に

努めてまいりました。 

さらに、高齢化にともない在宅で生活することが難しい認知症高齢者がますます増

加することが見込まれることから、新たな施設として、認知症になっても住み慣れた

地域で、いつまでもいきいきと暮らせるよう、子どもから高齢者、障がい者も含め、

誰もがともにいきいきと暮らせる地域共生型福祉施設の整備を進めてまいりました。 

  

 

 



７ 地域福祉活動の推進 

  地域福祉の推進役としての経験を活かし、地域福祉活動計画を高浜市とともに一体

的に策定しました。 

 

８ 法人内連携の強化・人材の育成 

本会における事業所の位置づけを再認識し、本会の使命『かけがえのない一人ひと

りを大切にし、助けあい、支えあいの心を地域に広げます。そして、だれもが幸せで

笑顔あふれるまち「たかはま」を目指します。』を組織全体、全職員で取り組めるよう

体制整備に努めてまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［主要成果］     

Ⅰ 社会福祉事業         

１ 法人運営事業                   【決算額：559,751,161 円】 

（1） 法人運営事業                  【決算額：190,353,918 円】 

① 会員募集 

社会福祉協議会の会員として納めていただく会費は、ボランティア活動をはじめと

した様々な地域福祉活動を実施していくうえでの大切な財源のひとつとなっています。 

多くの皆様が本会事業の趣旨に賛同し会員となり地域福祉活動を支えてくださいま

した。 

   

区  分 会  費 会員数 （備 考） 

一 般 会 員 
２，４５０，４７６円 

(2,421,227円) 

８，４６８人 

(8,397人) 
年額   ３００円/口 

特 別 会 員 
５８，０００円 

(62,000円) 

５７人 

(33人) 
年額 １,０００円/口 

法人(団体)会員 
５０６，０００円 

(480,000円) 

３９社 

(35社) 
年額 ２,０００円/口 

合  計 
３，０１４，４７６円 

(2,963,227円) 
― ― 

 

② ボッチャ普及の取り組み 

だれでも気軽に楽しめる障がい者スポーツ「ボッチャ」の普及を通して、障がいに

対する理解の促進、年代を問わないコミュニケーションツールとして活用できるよう

に取り組みました。 

■ ボッチャ普及連絡会の開催 

回数：年間５回 参加人数：延べ４４名 

■ ボッチャ普及の取り組み 

 

取り組み 回数 参加者（人） 

さわやかふれあい講座（ボッチャを使ったオリジナルゲーム作り） 

「いつでも・どこでも・誰でもできるゲームを考えよう！」 

２ のべ２２

   

健康自生地フェスタでのボッチャ体験コーナー １ ８０ 

わくわくフェスティバル 企画 

～輪 たかはまｵﾘｼﾞﾅﾙﾎﾞｯﾁｬｹﾞｰﾑ～ 

１   ３８５ 

第 2回たかはまボッチャ競技大会 １ ８０ 

 

（2）基本財産積立事業                        【決算額：0 円】 

積立金残高 ２，１００，０００円 (2,100,000) 



（3）退職給与積立事業                 【決算額：11,974,613 円】 

退職共済預け金残高 １６，０６５，７５０円 (16,846,950円) 

積立預金残高 ７，５７０，５１２円  (7,569,925円) 

預貯金残高 ３６，４６０，３３０円 (32,428,446円) 

計 ６０，０９６，５９２円 (56,845,321円) 
 

（4）福祉基金運用事業                   【決算額：6,628 円】 

福祉基金残高 ７，３１２，０００円 (33,692,000円) 
 

（5）ボランティア基金運用事業               【決算額：   0 円】 

ボランティア基金残高 ９，３６３，０００円 (9,363,000円) 
 

（6）地域共生事業                   【決算額：357,416,002 円】 

 高齢者、障がい者、子どもに対する、さまざまな支援事業を行っていることを   

活かし、子どもから高齢者まで誰もが利用可能な地域共生型福祉施設の設置、運営を

進めています 

 

２ 地域福祉活動部門(自主事業)            【決算額： 14,198,223 円】 

（1）地域福祉活動事業                 【決算額： 7,467,027 円】 

① ＣＡＰプログラム助成事業 

子どもへの暴力防止プログラム事業 １校 

(3校) 

１６０，５４０円

(291,040円) 
 

② 社会福祉協力校（福祉実践教室開催校）指定事業 

社会福祉協力校指定（助成）事業 ８校 

(8校) 

８００，０００円 

(800,000円) 
 

③ 心配ごと相談事業 

市民の日常生活のあらゆる相談に対し、専門家である弁護士が応じ、適切な助

言、援助を行い、相談支援体制の強化を図るとともに地域住民の福祉の増進に努

めました。 
 

   ■相談所開設日数 ２４日（月２回） 

相談内容  相談件数 

離婚 １２ (14) 

相続 １１ (21) 

金銭トラブル ９  (8) 

家庭内・夫婦間トラブル ３２ (13) 

不動産トラブル １５ (16) 

借金・自己破産          ２  (9) 

その他 ２１ (13) 

合   計 １０２ (94) 



 ④ 車椅子貸出事業 

在宅の要介護者及び身体障害者等に対し車椅子を貸し出し、日常生活の便宜や

外出の促進を図り、その福祉の増進に努めました。 
 

■利用状況（年度末所有台数５１台）４４台稼動 

利用者数 １４７人 
 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

貸出（件） ３７(35) ４１(25) ３３(26) ３０(24) ３３(30) ３６(32) 

 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

３０(38) ２９(38) ３２(29) ２５(32) ２８(25) ３６(32) ３９０(366) 

 

⑤ 助成事業 

福祉団体の活動を支援し、福祉の増進に努めました。 

区分 団体(園)数 助成額（円） 

福祉団体に対する助成 １６(16) １，１３９，０００(1,149,000) 

 

一般助成 １１(11) ４０４，０００ (504,000) 

指定助成 １(1) ４３５，０００ (435,000) 

特別事業助成 ４(4) ３００，０００ (210,000)  

高齢者と園児とのふれあい事業 ３(4) ２９，９５６  (35,352) 

計  １，１６８，９５６(1,184,352) 

 

⑥ わくわくフェスティバル 

「つながり、支え合い、安心のしくみづくり」を基本理念として、地域に暮らす

一人ひとりが共に支えあう地域福祉活動を推進するために開催しました。 

・主   催  高浜市わくわくフェスティバル実行委員会 

・日   時  １１月１日（日）午前９時３０分～午後３時００分 

・場   所  高浜市いきいき広場一帯 

・テ ー マ  もっとつながれ「話・輪・和 つながりの輪は∞(無限大)」 

・出展団体   ボランティア・市民団体等  ６０団体(60団体) 

・協力団体   ボランティア・賛助企業等   １１団体( 8団体) 

・ボランティア 述べ２３５人(218人) 

・来場者数  ３，５００人(3,600人) 

 

（2）ボランティアひろばセンター事業             【決算額： 4,957,280 円】 

２７年度は、昨年度の団体訪問・事業所訪問でよせられたご意見をもとに、新たなつ

ながりづくりに積極的に取り組んでまいりました。個人だけでなく、団体間の連携や、

新しい取組などをしっかりサポートしていけるボランティアひろばセンター運営に 

努めました。 

ボランティア活動人材の発掘と育成に努め、活動への参加促進を図りました。 



 

 

■ ボランティア登録 

 人数等 

団 体 １１９団体 １，６３１人 (114団体 1,670人) 

個 人      ８８人 (84人) 

合 計 １，７１９人 (1,754人) 

 

■ ボランティア保険 

 件数等 

活動保険 １，３７２件  (1,395件) 

行事保険  ４１件  (   37件) 

移送保険    １６件   (   12件) 

 

■ ボランティア相談・コーディネート 

 件数 

ボランティアの支援相談 ３３２ (456) 

ボランティアの活動相談 １  (3) 

コーディネート件数 ３３３（459) 

 

■ ボランティアセンターだよりの発刊 年４回（全世帯配布） 

 

■ ボランティア講座の開催 

講   座   名 回数（回） 参加者（人） 

さわやかふれあい講座 

「いつでも・どこでも・誰でもできるゲームを考えよう！」 

２ のべ２２

   

災害ボランティアコーディネーター養成講座 ３ 

（公開講座を含む） 

   １７

（21） 

手話奉仕員養成講座 基礎課程    ２２ １２（20) 

 

■ボランティア井戸端会議の開催 

日 時  ２月２７日（土）１０：００～１２：００ 

場 所  いきいき広場 いきいきホール 

参加者  ３１人（31人） 

 

（3）ふれあいサ－ビス事業                【決算額：1,446,008 円】 

市民参加と協力による相互扶助の精神に基づき、家事、介護、移送サービス等を提 

  供し、福祉の向上に努めました。平成２７年度は、ボランティア広場センターと連携 

し、ふれあいサービスの人材確保及び育成に努めました。 

 



 

■会員登録 

 人数（人） 

利用会員 ９２  (107)   

協力会員 ２９   (24)   

賛助会員 ６１     (1)   

■活動状況 

 件 数 

家事援助サービス ３４２   (356)   

介護サービス １２７   (176)   

障がい者自立支援サービス ０     (0)   

子育て支援サービス ７９    (55)   

移送サービス ８１６   (868)   

 

■人材確保及び育成の取組み 

講 座 名 開催日 場 所 参加者（人） 

ふれあい力養成講座 

「精神障がいについて 

    楽しく知ろう！」 

８月３日 いきいき広場 １１ 

 

（4）こころん号貸出事業                 【決算額：327,908 円】 

■ 利用状況 

 利用実績 

件 数 １７４  (134)    

 

３ 地域福祉活動部門(受託事業)            【決算額： 68,156,079 円】 

（1）安心生活応援プラン事業              【決算額：   402,984 円】 

■ニーズキャッチの組みづくり 

 ・ひとり暮らし高齢者のニーズ把握 

民生・児童委員のご協力により、ひとり暮らしの方に、日頃の生活において困

っていることや不安なことの聞き取り調査を行いました。 

    対象者 ： ６５歳以上の高齢者数   ８，７１６人 

調査総数： ９８７人 男３４８人・女６３９人 

 

■地域の見守りネットワークづくり 

（高浜南部まちづくり協議会） 

  ・地域において日中孤立になる可能性がある７５歳以上の高齢者と未婚の子世帯

を対象に、地域の方に訪問していただきました。 

・まちづくり協議会と訪問の状況共有：毎月１回 

・「青空市」の開催：毎週日曜日 



   （吉浜まちづくり協議会） 

・地域の困りごと及び見守りを「お互いじゃんネット」事業につなげるため、毎

月１回吉浜まちづくり協議会高齢者生きがいグループと意見交換をしました。 

 

(2) 権利擁護支援センター運営事業          【決算額： 7,784,172 円】 

    重層化・複雑化する相談等に対し、権利擁護の幅広い視点での対応を推進する  

権利擁護支援センターの運営を行いました。 

 

■権利擁護支援センター先進地実習 

実習先  愛知県知多市 ＮＰＯ法人知多地域成年後見センター 

    実習期間  １１月１６日～１１月２７日 

          １２月 ７日～１２月１８日 

 

   ■権利擁護専門相談の開催 

    開催回数 １４回（弁護士と福祉職 １０回、司法書士と福祉職 ４回） 

    相談件数 １４ケース 

 

   ■権利擁護支援研修会の開催 

    講師 上田 晴男氏（全国権利擁護支援ネットワーク事務局長） 

場所 いきいき広場３階 研修室Ａ（全３階） 

 １回目 ２回目 ３回目 

日 時 ６月１１日（木） 

（15:00～17:00） 

１０月１５日（木） 

（15:00～17:00） 

２月８日（月） 

（15:00～17:00） 

テーマ 支援と見立て 意思決定支援 虐待ケースの見立て 

と支援の組み立て 

参加者 ２３名 ２３名 ２８名 

   ■権利擁護フォーラムの開催 

     テーマ  「後見人に学ぶ！」 

日 時  ３月１７日（木）１０：００～１２：００ 

場 所  いきいき広場 ２階ホール 

参加者  ７７人 

 

（3）生活支援員派遣事業                 【決算額： 1,505,834 円】 

判断能力の不十分な高齢者等に対し、福祉サ－ビスに係る情報提供及び利用援助並

びに金銭管理等を行う生活支援員を派遣し、要介護者等がよりよい福祉サ－ビスが受

けられるよう支援しました。 

区 分 利用者（人） 延べ支援回数（回） 

障がい者 １５  (8)  ３９７ (281)  

高齢者 １３ (12)  ５５６ (205)  

  新規利用者 １０件 



（4）高齢者給食サ－ビス事業              【決算額：10,354,847 円】 

６５歳以上の一人暮らしと高齢者世帯を対象に、市内の７店の協力を得て、毎日夕

食を配達し、在宅において継続した自立支援と安否確認に努めました。 

■１食単価 ６００円 

区  分 利用者数（人） 延べ配食数（食） 

自立支援（本人負担３５０円）  ９３ １４，２４８ 

見守り （本人負担４５０円）  １４   １，３９０ 

計 １０７  １５，６３８ 
 

(5）宅老所管理運営事業                  【決算額：6,115,115 円】 

■ 新規登録者数      ２６人 

■ 施設延利用者数  ６，４８７人 (6,597人) 

■ 施設別利用状況 

区  分 利用者（人） １日当たり（人） 

じぃ＆ばぁ １，１９４(1,328)   ７．８(8.7) 

いっぷく １，７１０(1,629) １６．６(15.5) 

あっぽ ８１６(1,033)     ８．０(10.3) 

こっこちゃん １，３５２(1,081)    １３．１(10.7) 

悠遊たかとり １，４１５(1,526)    １３．７(15.0) 

合  計 ６，４８７(6,597)   
 

（6）送迎サービス事業                  【決算額： 1,316,756 円】 

宅老所、気軽に体操教室、高齢者転ばん教室参加者への送迎を実施しました。 

 

 

 

  

 

（7）いきいき健康マイレージ事業             【決算額： 4,853,492 円】 

■登録状況  

区 分 登録者（人） 

健康づくり活動 １，００９  (899)  

福祉ボランティア活動 １６１  (175)  

合計 １，１７０(1,074)  

※ 活動重複者：１１３名 （150名） 

■福祉ボランティア活動受入施設 

区 分 施設数 

高齢者関連施設 ２６  (25)       

子育て関連施設 ２２  (22)       

障がい者関連施設 ５  (5)       

区  分 回数（片道：１回） 延べ人数（人） 

宅老所 ７１８(702) ２，８５９ (2,512) 

気軽に体操教室 ６０ (30) ３９４  (88) 

転ばん教室 ３４    １７８     



（8）ライフサポートアドバイザー（ＬＳＡ）派遣事業    【決算額：1,762,966 円】 

市内にある高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）、県営赤松住宅、県営葭池住

宅で生活する高齢者に対して、生活援助員を派遣しました。 

区 分 県営赤松住宅 県営葭池住宅 計 

派遣日数 ２４３(244)日 ２４３(244)日 ４８６(488)日 

緊急通報 １  (0)件 ８ (12)件 ９ (12)件 

誤報 １５ (11)件 １５ (18)件 ３０ (29)件 

生活相談    ５  (3)件    ２  (0)件   ７  (3)件 

対人関係    ４  (0)件    ０  (2)件   ４  (2)件 

その他 ５４ (21)件 １６ (18)件 ７０ (39)件 

 

（9）居宅介護等支援給付事業              【決算額：19,709,151 円】 

介護用品や理・美容サ－ビスが購入できる居宅介護支援券について、指定事業者の

登録や居宅介護支援券の換金業務を行い、居宅における介護を側面的に支援しました。 

区  分 店舗数 換 金 額（円） 

介護用品販売業 １６(16) １０，８４５，６００ (10,616,500) 

理容業 ２２(24)  ２，５０６，３００  (2,711,000) 

美容業 ２９(28)  ２，２２８，１００  (2,321,000) 

その他 ３ (3)  ６７０，０００   (568,500) 

合 計  ７０(71)  １６，２５０，０００  (16,217,000) 

 

（10）生活困窮者自立支援事業              【決算額：14,300,762 円】 

いきいき広場において開設された生活困窮相談窓口に自立相談支援員を配置し、本

人の状態に応じた包括的かつ継続的な相談支援等を実施し、生活困窮者の自立促進を

図りました。 

  ■ 相談件数  

区 分 合 計 

相談受付総数（本人未特定の相談を含む） １６４件 

新規相談受付件数（本人同意なしを含む） １２８件 

う

ち 

家計相談支援事業利用 ６件 

自立相談支援事業による就労支援利用 ６件 

支援実績（面談）支援実施延べ回数 ３６６件 

支援実績（支援調整会議）プラン及び評価 ２２件 

 

 

 

 

 



４ 地域福祉活動部門(資金貸付)             【決算額：435,000円】 

（1）生活福祉資金貸付事業 （総合支援資金）       【決算額：207,000 円】 

 件数 合計金額（円） 

貸 付 ０  (0)  ０   (0)  

※ 貸付限度額  ２００，０００円／月額／世帯 

※ 愛知県社会福祉協議会からの受託事業 

 

（2）愛の援護資金貸付事業                【決算額：85,500 円】 

 件数 合計金額（円） 

貸 付  １ (2)   ８５，５００(200,000) 

償 還  ０ (10)    ０ (80,000) 

免 除   ０ (0)     ０    (0) 

※ 貸付限度額  １００，０００円／世帯 

 

（3）法外援護資金貸付事業               【決算額：142,500 円】 

 件数 合計金額（円） 

貸 付 １３(35) １４２，５００(549,650) 

償 還 ２４(45) １６２，０００(618,650) 

※ 貸付限度額  ３０，０００円／人 

 

（4）高等学校奨学金貸付事業                 【決算額：0 円】 

 件数 合計金額（円） 

貸 付 ０(0) ０(0) 

償 還 ０(0) ０(0) 

 

 

５ 地域福祉活動部門(共同募金)            【決算額：4,943,000円】 

（1）高齢者福祉事業                   【決算額： 773,200 円】 

■ふれあいサービス事業 

■車いす貸出事業整備費 

 

（2）障害児(者)福祉事業                  【決算額：403,000 円】 

■おもちゃライブラリーの運営 

■こころん号貸出事業 

 

（3）児童福祉事業                   【決算額：1,100,000 円】 

■社会福祉協力校指定事業 

■子どもへの暴力防止プログラム事業 

 



（4）ボランティア等事業                 【決算額：2,435,000 円】 

■安心生活応援プラン事業 

■社会福祉協議会広報紙「ふくし」の発行     

  ■高浜市わくわくフェスティバル 

 

（5）歳末助けあい事業                   【決算額：231,800 円】 

■新入学児童・生徒への支援 

 

６ 障がい者支援部門                 【決算額：41,236,067円】 

（1）障がい者相談支援事業               【決算額：41,236,067 円】 

「働きたい」を実現するため、障がい者のつながりを広げることを基本目標に、

総合コーディネーター及び就労担当相談員を障害者相談支援事業所に配置し、企業、

関係機関、地域と連携を図り障がい者の就労支援体制、就労後のフォロー体制の構

築に取り組みました。 

障がい者のケース会議や障害福祉サービス事業所の会議を通じて、地域の課題を

抽出し障害者地域自立支援協議会に挙げて検討しました。また、本会の中央保育園

での障がい者雇用など計６人の障がいのある人の雇用を実現しました。 

 

   ①相談支援 

  ■早期発見、早期相談 

   ・相談支援担当２名、計画相談担当４名を配置して、障害福祉サービス利用希望

者が、スムーズに利用開始できるよう体制を整備。 

    

■本人や家族が就労や生活についてイメージできる相談支援 

  ・こども発達センターと共同で、障がい者の家族に対して、将来の就労や生活イ

メージを持つための研修会を開催。 

 

   ■その人に必要な支援を考える。 

    ・ケース検討会や障害福祉サービス事業者等連絡会議で話し合われた地域課題の 

     うちグループホーム、移動手段について障害者地域自立支援協議会に挙げて検

討し、障害福祉サービス検討部会を立ち上げ、「移動支援のガイドライン」の作

成に関わりました。 

    ・精神障がいについての理解を深め、ボランティアやふれあいサービス会員を確

保して、インフォーマルサービスにつなげるため、本会の地域福祉部門と連携

して「ふれあい力養成講座」を開催。 

 

   ■その他 

    ・安城特別支援学校学区域の障害者相談支援事業所が集まって、相談支援、生活

支援についての勉強会を毎月開催（１２回）。 

    ・安城特別支援学校地区別懇談会に参加して、保護者とともに地域に必要な内容 



を話し合い、勉強会や障害福祉サービス事業所見学会などを共同企画して実施 

しました（地区別懇談会の開催：５回）。 

 

②就労支援 

  ■学校などとの連携確立 

  ・こども発達センターと共同で、障がい者の家族を対象に、将来の就労や生活イ

メージを持つための研修会を開催。 

 

■障がい者施設との連携 

・市内の就労移行支援事業所などを訪問し、就職希望者について打合せや就労に

関する情報収集を行い、就職に向けての支援を実施。（１２名） 

    ・高浜市内の就労移行支援事業所などの事業所が毎月集まって、就労支援につい

ての勉強会を開催（８回）。 

    ・安城特別支援学校学区域の就労移行支援事業所などの事業所が集まって、就労

支援についての勉強会を開催（１０回）。 

    ・地域の就労支援についての知識とスキルの向上を図るため、「ＪＣ－ＮＥＴジョ 

ブコーチセミナーｉｎ西三河南部」（碧南市）を共同開催。 

また、障がいのある人を対象として、障がいのある人が、模擬仕事体験や座談  

会を通じて自分が得意なことやできることを知り、働く意欲や自信につなげるこ

とを目的に「たかはまハたらコフォーラム２０１５」を開催（高浜市：参加者２

０名）。 

 

■アセスメントメニュー 

  ・高浜市総合サービス株式会社でのチャレンジ雇用（高浜市役所本庁の清掃業務）

を実施。（２名） 

 

■職場開拓 

  ・市内の企業を訪問して職場開拓を行い、雇用に向けて業取り組んだ（１２社）。 

   １２社のうち、５社に就職。 

 

■就労支援 

・面談や職場見学、職場実習などの就労支援を実施（２０名）。そのうち６名が 

 就職。 

 

■定着支援、 

・面談や職場訪問などの定着支援を実施（２３人） 

 

■広報「たかはまハたらコ通信」の発行 

年１回各２００部発行（チャレンジサポートたかはま委託） 

 



７ 在宅福祉サービス部門               【決算額：225,413,703円】 

（1）訪問介護事業                   【決算額： 77,905,199 円】 

スマートフォンなどの活用により、利用者情報の随時把握、職員の業務管理の適正

化も図ることができ、情報の共有が以前よりスムーズに行えるようになりました。他

事業所との連携とヘルパー研修を重視し、利用者のニーズに応えられるよう質の向上

に努めました。 

 

 ■訪問介護 

区  分 延べ利用者（人） 延べ利用回数 

事業対象者 ５（-） ２４（-） 

要支援１ １０８(148) ６５２(812) 

要支援２ ３４５(385) ２，７２９(2,806) 

要介護１ ２７５(296) ４，２６６(5,131) 

要介護２ ２６０(226) ５，６１７(4,199) 

要介護３ １６７(186) ３，０８４(2,667) 

要介護４ １４７(139) ２，８４７(2,113) 

要介護５ １２４(134) ２，８９２(3,083) 

合  計 １，４３１(1,514) ２２，１１１(20,811) 

 

（2）訪問入浴介護事業                     

要介護状態又は要支援状態にある利用者に対し、心身の特性を踏まえ、残存機能

を活かしながら、清潔の保持、気分転換をしていただけるよう居宅における入浴の

サービスに努めました。 

各関係機関と綿密な連携を図り、利用者１人１人のニーズにあわせ創意工夫に  

努めました。 

区分 延べ利用者(人) 延べ利用回数 

要支援１ ― ― 

要支援２ １２（17） １０３（117） 

要介護１ ０ （3） ０  （6） 

要介護２ １６（31） ７２（136） 

要介護３ ５２（29） ２７１（133） 

要介護４ ４１（39） １９８（155） 

要介護５ ６５（58） ２９０（266） 

合  計 １８６（177） ９３４（813） 

 

（3）定期巡回訪問介護事業                  

 利用者の身体の状態や生活の状況にあわせ柔軟に対応し、生活全般を支えられる

よう努めました。 

 ケアマネジャーや訪問看護との連携を綿密にとり、安心して在宅生活が送れるよ

う努めました。 



区分 延べ利用者(人) 延べ利用回数（回） 

要介護１ １６（15） １，３４５（1,254） 

要介護２ ６ （5） ４１３  （295） 

要介護３ １ （3） ６  （233） 

要介護４ ０ （0） ０    （0） 

要介護５ ６ （0） ６４９    （0） 

合  計 ２９（23） ２，４１３（1,782） 

 

（4）小規模多機能型居宅介護事業           【決算額：18,284,541 円】 

  地域密着型サービス事業所として、地域との交流を視野に入れサービス提供をして
きました。 

  さわたりふれあいサロンの行事参加、中央保育園・みどり学園への卒園プレゼント
など小規模多機能型居宅介護「オリーブ」が地域と交流し地域住民に認知してもらえ

るよう活動しました。 

■主な行事 

・季節行事（初詣、節分、ひな祭り、花見、こどもの日、菖蒲見学、七夕、お月見
会、遠足、ハロウィン、クリスマス会、バレンタイン等） 

・避難訓練 

・地域交流（保育園訪問、さわたりふれあいサロン行事参加等） 

・施設交流（市内事業所作品展出展、南部デイサービス行事参加等） 

■利用状況 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人数 6(4) 6(4) 6(5) 6(5) 7(5) 8(5) 
 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

7(5) 7(6) 7(6) 6(6) 6(6) ６(6) 78(59) 

■利用者要介護度（平成２8 年３月末現在） 

区 分 要支援1 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

人数(人) 0(2) １(1) 3(2) 2(1) ０(0) ０(0) ０(0) ６(6) 

 

（5）こころんサービス事業               【決算額：46,030,396 円】 

ひきつづき障害相談員とのミーティングを定期的に持ち、情報の共有化、問題点の
可視化、短期目標の設定等を行ってきました。自立に向けて何が必要かを明確にし、

ニーズに応えられるよう努めます。 

■利用状況 

区  分 延べ利用者（人） 延べ利用時間 

居宅介護 ５３０  (534) ６，８３４ (6,609) 

同行援護 ５４   (36) ３９６  (610) 

重度訪問介護 １２   (12) ７４   (76) 

移動支援 ４３１  (568) ２，４５１ (4,527) 

日中一時支援 １９２  (225) ２，９１９ (4,471) 

合  計 １，２１９(1,375) １２，６７４(16,293)  



（6）通所介護事業                 【決算額：53,927,519 円】 

要介護状態又は要支援状態にある高齢者の方に対し、心身の特性を踏まえ、その

有する能力に応じ、自立した生活が送れるように努めました。 

南部保育園の園児との交流、夏祭り、運動会でのボランティアさんとの交流を行

い、地域とのかかわりができる様に努めました。 

さらに、医療面では胃ろう、吸痰導尿などが必要な方が安心してご利用できるよ

う各関係機関と綿密な連携を図り、ご家族、利用者の方への総合的なサ－ビスの提

供に努めました。 

 

■南部デイサービスセンター 

■主な行事 

・誕生日会（毎月） 

・季節行事（花見、七夕、敬老会、運動会、忘年会、初詣、節分等） 

■ 利用実績 

区  分 延べ利用回数 

要支援１ ０  (98) 

要支援２ ２２７ (322) 

要介護１ １,７３３(2,171) 

介護２ １,１８４(1,272) 

要介護３ １,０４８(1,097) 

要介護４ ８４４ (745) 

要介護５ ４６６ (501) 

合  計 ５,５０２(6,206) 

 

（7）障害児（者）デイサービス事業           【決算額：1,448,000 円】 

障がい児（者）がその有する能力及び適正に応じ自立した日常生活を営むことがで

きるよう、入浴、排せつ、食事の介護等を行いました。 

■利用状況 

区  分 延べ利用者（人） 

生活介護 ２２７(106) 

放課後デイ ２４ (49) 

合  計 ２５１(155) 

 

（8）認知症対応型共同生活介護事業          【決算額：27,818,048 円】 

   要介護者であって認知症状態にある高齢者に対し、共同生活において家庭的な環境

の下で、食事を一緒に作り、洗濯物を干したり、一緒に掃除をしたり、生活の中での

活動を通じて残存機能維持を図りました。又、認知症の進行防止と体力維持に向けて

散歩を日課とし、本人の生活スタイルや希望に応えることを大切にしました。 

 



■ グループホーム「あうん」 

  ■ 主な行事 

・季節行事（相撲部屋見学、花見、七夕、クリスマス会、市外・県外外出等） 

・家族交流会（年２回）、家族定例会（年４回） 

・他施設と行事交流（音楽・体操・餅つき） 

・学校との交流（認知症学習への協力） 

・ボランティア活動（毎月清掃活動に参加） 

・避難訓練 

■入居状況 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人数(人) ６(6) ５(6) ６(6) ６(6) ６(6) ６(6) 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

６(6) ６(6) ６(6) ６(6) ６(6) ６(6) ７１(72) 

■利用者要介護度（平成２８年３月末現在） 

区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

人数(人) ４(0) ０(1)  ０(3) ２(2) ０(0) ６(6) 
 

８ 子育て支援部門(自主事業)             【決算額：298,285,323円】 

（1）南部保育園管理運営事業             【決算額：130,059,489円】 

民間保育所である高浜南部保育園の特性を十分に生かし、延長保育、一時保育、  

乳児保育、障がい児保育など多様化する保育ニーズに柔軟に対応し、共働き家庭の  

保育を支援するとともに、養護の行き届いた環境のもとで、心身の健全な育成に   

努めました。 

■ 入園状況  （月平均１３８．７人） 

 

■年齢別 

０歳児 １～２歳児 ３歳児 ４～５歳児 計 

５．６人 

（5.8人) 

４３．９人 

(43.8人) 

２９．９人

(29.8人) 

５９．５人

(60.08人) 

１３８．９人

(139.5人) 
 

一時的保育事業 

保護者の就労、疾病等緊急事由により、一時的に家庭での保育が困難となった児

童を預かり、保護者の負担を和らげるよう子育て支援に努めました。 

■受け入れ状況 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

人数（人） ５２(53) ２１(44) ２５(45) ５７(54) ５４(51) ４６(46) ６３(48) 
 

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 1日平均 

５６(37) ６２(35) ９３(42) ９８(46) １０８(84) ７３５（585） ２．５(2.0) 

定 員 年間延べ園児数（人） 

 １２０   １，６６５(1,674)  



（2）中央保育園管理運営事業              【決算額：139,088,645円】 

   園児や保護者が不安にならず、安心していただけるよう保育に努めました。児童セン

ターとの連携を持ち、地域に根ざした保育園になるように取り組みました。 

■ 入園状況（月平均 １９７人） 

定  員 年間延べ園児数（人） 

１９０ ２，３６４（2,175） 
 

■ 年齢別 

０歳児 １～２歳児 ３歳児 ４～５歳児 Ｈ２7 合計 

９．０人 

(9.0人) 

３３．０人

(33.0人) 

４９．２人

(44.4人) 

１０５．８人 

(94.8人) 

１９７人 

(181.2人) 
 

（3）家庭的保育事業                 【決算額：10,409,676 円】 

託児所「キッズルームこころん」に併設し、家庭的な雰囲気の中で障がい児も含

め保育し子育て家庭を支援しました。 

■利用状況（月平均４．６人） 

定員 年 齢 年間延べ利用者（人） 

５人 

０歳児 ０  (０) 

１歳児 ３１(３２) 

２歳児 ２４(２４) 

計 ５５(５６) 
 

（4）託児所運営事業                   【決算額：1,486,498 円】 

■利用状況 月平均 ４９．０人(26.0人) 定員５名 

年 齢 ０歳児 １～２歳児 ３歳児 ４～５歳児 延べ人数 

人 数 ３６４(96) １８４(130) ４(53) ３７(34) ５８９(313) 
 

（5）中央児童センター管理運営事業                【決算額：10,349,083 円】 

乳幼児親子に対し、発達センターと連携し健診後の気になる子のフォローとして、

集団生活の経験を通し問題の軽減や改善を図り就園につなげていく親子教室や、児童

に対し、豊かで多様な経験ができるような行事やクラブ活動を提供しました。 
 

■ 受入状況 

 利用者（人） 

自由遊び    ４，４７８（５，１８９） 

運動遊び ６    （３９） 

母親クラブ ５６６    （６３８） 

子どもクラブ    １，１４７    （９４４） 

親子教室   １，３８７  （１８０６） 

センターキッズ ７０４      （―） 

行事  ３４０   （４４８） 

計   ８，６２８（９，０６４） 



（6）中央児童クラブ運営事業              【決算額：6,891,932 円】 

昼間保護者のいない家庭の小学生１～６年を対象に放課後や学校休業日の預かりを

しています。異年齢集団の中で相手を思いやることや、陶芸や木工等のさまざまな活

動を経験できる機会を設けたりし、一人ひとりが楽しく安心した放課後を過ごせるよ

うにしました。 

■ 受入状況  

 在籍数（人） 延人数（人） 

４月 ４４ (41) ６６３  (598) 

５月 ４２ (42) ５６９  (552) 

６月 ４１ (42) ７０６  (584) 

７月 ５０ (42) ７６０  (667) 

８月 ５２ (52) ６１１  (630) 

９月 ４３ (37) ５９５  (506) 

１０月 ４２ (39) ６６７  (558) 

１１月 ３９ (38) ５３３  (474) 

１２月 ３７ (38) ４７３  (476) 

１月 ３７ (35) ４５６  (428) 

  ２月 ３６ (35) ４５８  (443) 

  ３月 ３７ (34) ５６０  (516) 

  計 ５００(475) ７，０５１(6,432) 

 

９ 子育て支援部門(受託事業)            【決算額：20,783,373円】 

（1）みどり学園管理運営事業             【決算額：20,783,373 円】 

小学校就学前の心身の発達に遅れのある児童をその保護者とともに集団療育し、児

童の社会生活適応能力及び基本的生活習慣の自立促進並びに保護者の家庭における療

育方法の習得に努めました。 

   低年齢の幼児とその保護者を早期に療育につなげるため、保健福祉グループの１歳

半健診事後教室にスタッフとして参加しました。また、増設して２年目となる低年齢

グループの療育活動充実に努めました。 

こども発達センター専門職や保健師等関係機関と連携し、保護者研修や保護者個別

相談を実施することができました。。 

   子どもの発達支援だけでなく家族支援も求められてきており、ＯＢ・地域とのつな

がりにも重点を置きながら、ふれあい教室やなつまつり、運動会などを行いました。 

■利用者数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

利用者(人） 
３５９ 

(228) 

４３０ 

(375) 

４８３ 

(355) 

６７５ 

(485) 

３３８ 

(634) 

３５８ 

(513) 
 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 月平均 

４１８ 

 (599)  

３１４ 

(370) 

４０３ 

 （388） 

４３１ 

 （439） 

５１６ 

 （432） 

４８３ 

 （470） 

５，２０８ 

（5,288） 

４３４．０ 

（440.7） 



Ⅱ 公益事業   

１０ 在宅福祉サービス部門             【決算額：22,417,622円】 

（1）居宅介護支援事業                【決算額：22,417,622 円】 

要介護状態又は要支援状態にある高齢者等に対し、利用者の心身の状況やその環

境に応じて、利用者の意思及び人格を尊重し、各関係機関との綿密な連携を図り、

適正な居宅介護支援に努めました。 

■延べ利用者  ：１，５６８人(1,927人) 

■１月当たり平均：  １３０人 (160人) 

■利用者要介護度（平成２８年３月末現在） 

区 分 要 支 援 １ 要 支 援 ２ 総 合 事 業 要 介 護 １   

人数(人) １(8) ９(10) ４(-) ３２(51)   

 要 介 護 ２ 要 介 護 ３ 要 介 護 ４ 要 介 護 ５ 計  

 ３７(43) １９(27) １３(11) ７(8) １２２(158)  

 

■介護認定調査件数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

件数 ４０(74) ３０(68) ４０(58) ４０(58) ３４(58) ２９(55) 
 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

３６(52) ３０(40) ２６(32) ２５(48) ３４(57) ２４(59) ３８８(659) 

 

Ⅲ 収益事業    

１１ 地域福祉活動部門(自主事業)             【決算額：261,776 円】 

（1）収益事業（自動販売機設置事業）            【決算額：261,776円】 

社会福祉制度の維持・充実を図るには、本会においても財源調達力を高める必要があ

ることから、飲料水自動販売機の設置による自主財源の確保に努めました。 

■設置場所 高浜南部保育園               １台 

      小規模多機能型居宅介護事業所「オリーブ」  １台 

      いきいき広場３階              ２台 

 
高浜南部 

保育園 

小規模多機能

型居宅介護 

「ｵﾘｰﾌﾞ」 

いきいき広場 計 

売 上 本 数

（本） 

年間 １，２８５ 

（1,062） 

１，０６８ 

（1,185） 

７，２５１ 

（7,038） 

９，６０４ 

（9,825） 

月平均 １０７ 

 （134） 

８９ 

（99） 

６０４ 

（586） 

８００ 

（818） 

売 上 金 額

（円） 

年間 ４４，９７５ 

（56,070） 

３７，３８０ 

（41,475） 

１７９，３９８ 

（158,186） 

２６１，７５３ 

（255,731） 

月平均 ３，７４８ 

（4,673） 

３，１１５ 

（3,456） 

１４，９５０ 

（13,182） 

２１，８１３ 

（21,310） 

※１本につき３５円の売上 



１２ 理事会、評議員会、監査会開催状況 

■ 理事、評議員会  平成２７年５月２６日 いきいき広場 研修室 

○主な議案 

・平成２６年度事業報告並びに収支決算の認定について 

・社会福祉法人高浜市社会福祉協議会臨時職員の雇用に関する規程の一部改正につ 

いて（理事会） 

・平成２７年度社会福祉法人高浜市社会福祉協議会一般会計補正予算（第１回）に 

ついて 

・社会福祉法人高浜市社会福祉協議会評議員の選任について（理事会） 

・社会福祉法人高浜市社会福祉協議会理事の選任について（評議員会） 

・地域共生型福祉施設にかかる福祉貸付資金借入について（理事会） 

○報告事項 

・地域共生型福祉施設について 

・給食調理業務委託（高浜南部保育園・指定通所介護事業所）に係る随意契約に 

ついて 

・給食調理業務委託（中央保育園）に係る随意契約について 
 

■ 理事、評議員会  平成２7 年９月１４日 いきいき広場 健康ホール 

○主な議案 

  ・高浜市社会福祉協議会定款の一部改正について 

・高浜市社会福祉協議会中央保育園の管理及び運営に関する規程の全部改正に 

ついて（理事会） 

・高浜市社会福祉協議会高浜南部保育園の管理及び運営に関する規程の全部改正に 

ついて（理事会） 

・高浜市社会福祉協議会職員の共済制度に関する規程の一部改正について（理事会） 

・平成２７年度社会福祉法人高浜市社会福祉協議会一般会計補正予算（第２回） 

について 

・社会福祉法人高浜市社会福祉協議会評議員の選任について（理事会） 

・社会福祉法人高浜市社会福祉協議会理事の選任について（評議員会） 

  ○報告事項 

・地域共生型福祉施設について  
 

■ 理事会、評議員会  平成２７年１２月１４日 いきいき広場 研修室 

○主な議案 

・高浜市社会福祉協議会就業規則の一部改正について（理事会） 

・高浜市社会福祉協議会個人情報保護規程の一部改正について（理事会） 

・高浜市社会福祉協議会特定個人情報保護規程の制定について（理事会） 

・高浜市社会福祉協議会職員給与規程の一部改正について（理事会） 

・高浜市社会福祉協議会臨時職員の雇用に関する規程の一部改正について（理事会） 

・平成２７年度社会福祉法人高浜市社会福祉協議会一般会計補正予算（第３回） 

について 



 

■ 理事会、評議員会  平成２８年３月２８日 いきいき広場 いきいきホール 

○主な議案 

・高浜市社会福祉協議会定款の一部改正について 

・高浜市社会福祉協議会中央児童センターの管理及び運営に関する規程の一部 

改正について（理事会） 

・高浜市社会福祉協議会家庭的保育事業の管理及び運営に関する規程の全部改 

正について（理事会） 

・平成２７年度社会福祉法人高浜市社会福祉協議会一般会計補正予算（第５回） 

について 

・平成２８年度社会福祉法人高浜市社会福祉協議会事業計画について 

・平成２８年度社会福祉法人高浜市社会福祉協議会予算について 

・給食調理業務委託（中央保育園）に係る随意契約について 

・給食調理業務委託（高浜南部保育園・指定通所介護事業所）に係る随意契約 

について 

・地域共生型福祉施設地域交流スペース備品購入に係る指名競争入札参加業者の 

指名について 

・地域共生型福祉施設地域福祉スペース備品購入に係る指名競争入札参加業者の 

指名について 

○報告事項 

   ・専決第１号 平成２８年度社会福祉法人高浜市社会福祉協議会一般会計補正予算 

（第４回）について（理事会） 

・専決第２号 点字プリンター購入に係る随意契約について（理事会）     

 


